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オ
セ
ア
ニ
ア
航
海
者
た
ち
の
暦
と
星
座

後

藤

明

1
 

太
平
洋
の
海
洋
進
出

オ
セ
ア
ニ
ア
へ
の
人
類
の
移
住
は2

つ
の
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
段
階
は
更
新
世
後
期
の
最
終
氷
河
期
、5

か
ら6

万

年

前(
7
 

万
年
前
と
い
う
説
も
あ
り)

に
起
こ
っ
た
。

こ
の
時
期
、
氷
河
期
の
海
面
低
下
に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
島
々
が
ュ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
つ 

な
が
り
、

ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
が
形
成
さ
れ
た
。

一
方
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
は
ひ
と
つ
の
陸
地
を
形
成
し
、
そ
れ 

が
サ
フ
ル
大
陸
を
構
成
し
て
い
た
。

ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
と
サ
フ
ル
大
陸
の
間
に
は
、
現

在

の

マ

ル

ク

海(

モ
ル
ッ
カ
海
峡)

が
あ
り
、
陸
続 

き

で

は

な

か

っ

た(
B
e
l
l
w
o
o
d

 a
n
d

 H
i
s
c
o
c
k

 2
0
1
8

°

第
二
段
階
は
約5
0
0
0

年
前
、
台
湾
周
辺
を
起
源
と
す
る
で
あ
ろ
う
オ
—

ス

ト

ロ

ネ

シ

ア(

南
島)

語
族
の
南
下
か
ら
始
ま
っ
た
。
 

彼
ら
は
フ
イ
リ
ピ
ン
群
島
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
島
々
を
通
り
、
旧
石
器
時
代
か
ら
す
で
に
人
が
住
ん
で
い
た
ニ
ユ
ー
ギ
ニ
ア
の
北
岸
や 

ビ
ス
マ
ル
ク
諸
島
を
通
り
、
さ
ら
に
南
東
に
向
か
っ
て
現
在
の
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
島
々
を
通
過
し
た
。

こ
れ
が
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
以
東
に
定
住 

し
た
最
初
の
人
類
集
団
で
あ
る
。
こ
の
移
動
は
、

そ
の
特
徴
的
な
土
器
か
ら
ラ
ピ
タ
文
化
に
属
す
る
と
認
識
さ
れ
る
。
近
(

ニ
ア)

オ
セ 

ア
ー
ー
ア
に
到
達
し
た
こ
の
集
団
は
、
さ
ら
に
お
よ
そ3
 0
 0
0

年

前

に

遠

隔(

リ
モ
ー
ト)

オ
セ
ア
ニ
ア
の
ト
ン
ガ
諸
島
と
サ
モ
ア
諸
島(

西

1:マヌス島

2:ショーテン諸島

3:マツシム地方

4:キリバス

5:カロリン諸島

6:ニュージーランド

(アオテアロア)

7:クック諸島
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オセアニア

,二始芻,

図1言及する地域

咅
ポ
リ
ネ
シ
ア)

に

ま

で

移

動

し

た(
B
e
n
w
o
o
d

 a
n
d

 H
i
s
c
o
c
k

 2
0
1
8

)

。

し
か
し
航
海
技
術
を
発
達
さ
せ
移
動
し
て
き
た
こ
の
集
団
は
、1
0
0
0

か
ら2
0
0
0

年
近
く
も
西
部
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
と
ど
ま
っ
た
。

そ
の
正
確
な 

理
由
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
西
部
ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
距
離
も
離
れ
、
ま
た 

目
標
も
小
さ
く
な
る
中
央
ポ
リ
ネ
シ
ア
や
東
部
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
移
動
す
る
た 

め

の

航

海

技

術

の
開
発
に
時
間
が

か
か
っ
た
と

い
う

説
も

あ
れ

ば

、

エ
ル 

ニ
ー
ニ
ョ
が
発
生
し
た
と
き
に
卓
越
す
る
東
風
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
利
用
し 

て

さ

ら

に

東

へ

移

動

し

た

と

い

う

説

も

あ

る(
A
n
d
e
r
s
o
n

 2
0
1
8

)

。

正
確 

な
理
由
は
不
明
だ
が
、
最
初
の
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
約1
2
 0
0

年
か
ら9
 0
 

0

年
前
に
、
タ
ヒ
チ
島
を
含
む
中
央
ポ
リ
ネ
シ
ア
か
ら
北
の
ハ
ワ
イ
、
東
の 

イ
ー
ス
タ
—
島
(

ラ
ハ•

ヌ
イ)

、
南

の

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド(

ア
オ•

テ
ア• 

ロ
ア)

に
移
住
し
た
。
す
な
わ
ち
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
祖
先
は
、
中
央
ポ
リ
ネ 

シ

ア

か

ら

ラ

パ•

ヌ
イ
へ
は
東
に
、

ハ
ワ
イ
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
南
北 

に

移

動

し

た(

図1
)

。

2

神
話
か
ら
探
る
移
住
の
謎

最
も
興
味
深
い
問
題
は
、
人
類
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
未
開
の
島
々
を
旅
し 

た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
確
な
答
え
は
な
い
が
、
確
か
な
こ
と
は
、
 

動
植
物
の
豊
か
な
島
々
に
移
住
し
た
の
で
は
な
く
、
移
住
者
は
東
南
ア
ジ
ア
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図2ラロトンガ島のマオリ族始祖カヌー碑(筆者撮影)

起
源
の
作
物
や
家
畜
を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
、
彼
ら
の
移
住 

が
単
な
る
冒
険
や
逃
避
で
は
な
く
、

よ
り
計
画
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
彼
ら
は
広
大
な
海
を
渡
る
た
め
の
造
船
や
航
海
の
技
術
も 

持
っ
て
い
た
は
ず
で
、
航
海
の
た
め
の
最
も
重
要
な
技
法
と
し
て
自
然
現
象
の
「
読 

み
」
が
発
達
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
と
く
に
遠
隔
オ
セ
ア
ニ
ア
で
は
天
文
学 

的
知
識
が
暦
の
基
礎
と
な
り
、
航
海
を

可

能

に

し

た
こ

と

が

推

測
で

き

る(

後
藤 

2
0
2
3
)
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
マ
オ
リ
族
は
ク
ッ
ク
諸
島
の
ラ
ロ
ト
ン
ガ
島
か
ら
移
住 

し
て
き
た
と
の
移
住
神
話
が
あ
る
。

そ
の
特
徴
は
、1

隻
で
は
な
く
、
複
数
の
力 

ヌ
ー
が
船
出
を
し
て
、
大
き
な
島
で
あ
る
二
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
各
地
に
上
陸
し
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
の
始
祖
に
な
っ
た
と
い
う
。

ラ
ロ
ト
ン
ガ
島
の
ア
ヴ
ァ
ナ
水
路 

(
A
v
a
n
a
p
a
s
s
)

に
は
、

こ
の
旅
だ
っ
た
カ
ヌ
ー
集
団
を
伝
え
る
碑
が
立
っ
て
い

る
(

図2
0

そ
し
て
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
着
い
て
住
み
始
め
た
そ
れ
ぞ
れ
の

集
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ヌ
ー
の
名
前
を
起
源
の
象
徴
と
伝
え
る
。
 

そ

の

ひ

と

つ

テ•

ア

ラ

ワ(
T
e

 A
r
a
w
a
)

号

の

伝

承

で

は

「
テ
・
ア
ラ
ワ
号 

の

航

海

師

は

星

の

言

葉

を

理

解

し

、

光

の

子

供

タ

ネ•

ヌ
イ
・
ア
・
ラ
ン
ギ

(
T
,
n
u
i
,
a
,
R
a
n
g
i

天
の
主
の
タ
ネ
神)

と
会
話
し
、
月

の

女

神

ヒ

ナ

ル

ア(
H
i
n
a
l
u
a
)

と
会
話
す
る
。
彼

は

カ

ヌ
ー

の
紬
先
を
少
し
だ

け
沈
む
太
陽
の
左
に
向
け
た
」
と

さ

れ

る(
E
v
a
n
s
1
99

8:

 4
7
)
。

ポ
リ
ネ
シ
ア
の
航
海
術
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
水
平
線
か
ら
登
り
降
り
す
る
星
座
に
よ
っ
て
方
位
を
確
認
す
る
だ
け
で
は
な
か
っ 

た
。
と
く
に
南
北
移
動
の
と
き
は
、
天
頂
星
の
高
さ
を
確
認
す
る
天
頂
星
航
法
が
使
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
夜
空
の
111
が

も,

く
い
る

赤
緯
は
観
察
者
の
緯
度
と
同
じ
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
星
は
天
頂
を
通
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
マ
オ
リ
族
の
神
話
に
お
い
て
航
海
に
使
う
星
と
し
て
登
場
す
る
の
が
、

カ
ノ
ー
プ
ス
、

オ
リ
オ
ン
ベ
ル
ト
、
リ
ゲ
ル
、
双
子
座
、
 

シ
リ
ウ
ス
、
明
け
の
明
星
、
宵
の
明
星
、
プ
レ
ア
デ
ス
、
さ
そ
り
座
の
鈎
部
、

天

の

川

な

ど

で

あ

る(

図3
)

。

ラ
ロ
ト
ン
ガ
沖
で
西
暦 

1
2
5
0

年
頃
に
合
わ
せ
て
天
文
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
み
る
。
す
る
と
南
半
球
の
夏
至
で
あ
るn

月
の
後
半
、
沈
む
太
陽
の
少
し 

左
手
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
目
指
し
て
進
む
こ
と
に
な
る
。
夜
に
な
れ
ば
鱸
の
直
上
に
プ
レ
ア
デ
ス
が
昇
り
、
左
舷
後
方
に
オ
リ 

オ
ン
座
の
リ
ゲ
ル
が
同
時
に
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
時
間
が
進
み
こ
れ
ら
の
星
が
方
位
の
指
標
に
使
え
な
く
な
る
こ
と
、
船
尾
の
や
や
右 

後
方
に
双
子
座
が
昇
っ
て
く
る
。

カ
ノ
ー

プ

ス
は

右

手

に

見
え
て

い

る(
C
r
o
w
e

 2
0
18

)
。

さ

ら

に

神

話

で

は

「
触
先
を
南
西
に
あ
る
雲
の
柱
に
向
け
よ
、
夜
は
ア
ン
タ
レ
ス
の
方
に
進
み
、
天
の
河
の
左
を
屎
て
、
夜
が
明
け
た
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図3クック諸島からニュージーランドへの航 

海に使われた星座推測(Crow 2018:161)

ら

ま

た

雲

の

柱

を

見

よ

：.
」

と

語

ら

れ

る(
E
v
a
n
s
1
9
9
8
:  4

9
) 。

ア

オ
. 

テ

ア
• 

ロ
ア
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
で
ア
オn

天
、
雲
、

テ

ア"

白
い
、

ロ
ア"
 

長
い
、
す

な

わ

ち

「
長
い
白
い
雲
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ 

ン
ド
は
巨
大
な
島
で
あ
り
、
そ
の
上
に
掛
か
る
雲
は1
O
O

キ
ロ
に
も
な
る 

と
い
う
。

こ
の
雲
を
見
た
ら
た
だ
な
ら
ぬ
土
地
が
あ
る
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
 

そ

し

て

「
天
の
川
の
左
を
保
て
」
と
い
う
件
だ
が
、
天
文
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ 

ン
で
は
こ
の
時
機
の
明
け
方
、
西
の
空
に
天
の
川
が
降
り
て
く
る
。
南
東
方 

向
に
向
か
っ
て
い
る
カ
ヌ
ー
か
ら
見
る
と
天
の
川
は
右
手
に
み
え
る
、
す
な 

わ
ち
カ
ヌ
ー
は
そ
の
左
手
を
保
つ
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
神
話
は
語
る
。
最
初
の
移
住
者
は
「
長
く
白
い
雲
が
た
な
び
く
島
」 

の
木
に
た
く
さ
ん
の
赤
い
鳥
が
留
ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
航
海
中
に
海
水 

で
汚
れ
た
赤
い
羽
毛
の
頭
飾
り
を
新
調
す
る
た
め
に
捨
て
た
。
上
陸
し
て
み
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F

る

と

そ

れ

は

赤

い

花

プ

フ

ッ

カ

ワ(
p
o
t
u
k
a
w
a
)

だ
っ
た
。

こ
の
花
は
今
で
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ
ワ
ー
と
し 

て

12
月
に
咲
く
。 

-

以
上
、
神
話
に
語
ら
れ
た
内
容
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
る
と
、

い
ず
れ
もU

月
後
半
か
ら

12
月
に
か
け
て
最
初
の
移
住
が
行
わ 

れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
時
期
気
圧
配
置
か
ら
く
る
風
向
き
も
有
利
な
よ
う
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
航
海
神
話
に
は,
太
平
洋
の
航
海
者
が
方
位
だ
け
で
は
な
く
、
星
を
季
節
の
指
標
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
季 

節
を
知
っ
て
農
業
、
漁
業
あ
る
い
は
航
海
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
人
類
最
初
の
海
洋
世
界
開
拓
を
成
し
遂
げ
た
航
海
者
た
ち
の
自
然
の
智
恵
、
と
く
に
暦
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。
そ
の
た 

め
オ
セ
ア
ニ
ア
に
お
け
る
オ
—

ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
人
集
団
の
祖
先
で
あ
る
ラ
ピ
タ
文
化
の
源
境
と
い
わ
れ
る
メ
ラ
ネ
シ
ア
西
部
の
伝
統
的
な 

暦
と
天
体
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
事
例
と
し
て
は
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
北
東
部
に
浮
か
ぶ
ア
ド
ミ
ラ
ル
テ
ィ
諸
島
の
マ
ヌ
ス
島
や 

シ
ョ
ー
テ
ン
諸
島
、
さ
ら
に
東
方
海
上
に
浮
か
ぶ
マ
ッ
シ
ム
地
域
の
暦
を
検
証
す
る
。
次
に
、
同
じ
く
ラ
ピ
タ
文
化
に
由
来
す
る
集
団
で

遠
隔
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
進
出
し
た
集
団
で
あ
る
、
 

暦

観

を

考

え

る(G
o
to  2

0
2

0

o

3

近
オ
セ
ア
ニ
ア
の
暦

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
キ
リ
バ
ス
諸
島
や
カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
暦
と
比
較
し
、
彼
ら
の
原
型
的
な

(
1
)

マ
ヌ
ス
島
と
シ
ョ
ー
テ
ン
諸
島

こ
の
地
の
人
々
の
生
業
は
根
栽
農
耕
と
漁
労
、
そ
し
て
主
に
儀
礼
用
に
飼
育
す
る
豚
で
あ
る
。
狩
猟
は
行
わ
れ
る
が
、
島
嶼
部
の
動
物 

相
は
貧
困
な
の
で
主
た
る
生
業
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
農
業
暦
の
た
め
に
マ
ヌ
ス
島
の
人
々
が
最
も
注
意
を
払
っ
た
の
は
夕
方
で
、
 

朿
と
西
の
地
平
線
上
に
あ
る
足
歴
を
観
察
し
た
。1

年
は
プ
レ
ア
デ
ス
の
出
現
で
始
ま
り
、
そ
れ

は

北

西

モ

ン

ス

ー

ン

の

始

ま

り(

10
月

western hmron

か
らn

月)

と
一
致
し
、

12
月
の
太
陰
月
が1

年
を
構
成
す
る
。

ア

イ

(
a
i

北
西
モ
ン
ス
ー
ン
、
雨
季)

が
始
ま
る
10
月

か

ら

I1
月
に
か
け
て
、
サ
メ 
(
射
手
座)

が

エ

イ

の

尾(
*

座)

に
嚙
み
つ
き
、
 

東

の

夕

空

に

ツ

ャ

ア

サ(
t
j
a
s
a

プ
レ
ア
デ
ス)

が

昇

る

と

信

じ

ら

れ

て

い

る(

図4
)

。

こ
の
季
節
、
天
の
川
は
北
北
西
か
ら
南
南
東
に 

伸
び
て
い
る
が
、
海
が
荒
れ
、
魚
が
多
く
な
る
。

こ
れ
ら
の
魚
の
星
座
が
海
に
沈
む
と
、
魚
の
量
が
増
え
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の 

時
期
、
ヤ
ム
イ
モ
や
タ
ロ
イ
モ
も
植
え
ら
れ
る
。

3

月
か
ら4

月
に
か
け
て
は
、
天
の
川
が
ア
イ
の
風
を
遮
り
、
西
の
夕
空
に
ツ
ャ
ア
サ
が
沈
む
。
魚
の
星
座
が
海
か
ら
上
っ
て
く
る
の 

で
、
魚
の
量
が
減
る
。

そ
し
て5

月
、

ク

プ(
k
u
p

南
東
モ
ン
ス
ー
ン
、
乾
季)

が
始
ま
る
と
、
天
の
川
が
北
東
か
ら
南
西
に
伸
び
て
く 

る
。

さ
ら
に6

月
か
ら7

月
に
か
け
て
は
ヤ
ム
イ
モ
の
収
穫
期
で
あ
る
。9

月
に
は
天
の
川
が
ク
ッ
プ
風
を
遮
り
、
魚
の
星
座
は
再
び
海 

に

沈

む(H
o
ep

p
e

 2
0
8
:
 2

9
)
。

太
陽
の
季
節
的
な
北
上
と
南
下
は
、
そ

れ

ぞ

れ

ア

イ(

北
西)

風

と

ク

プ
(

南
東)

風
の
作
用
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ 

れ
ら
は
す
べ
て
の
天
体
の
運
動
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
 

こ
の
考
え
は
天
の
川
の
年
周
運
動
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
天
の 

川
は
昼
間
見
え
る
空
の
雲
と
同
じ
よ
う
な
雲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お 

り
、

そ
の
類
似
性
か
ら
、

天
の
川
の
動
き
に
風
の
影
響
が
あ
る
と
考
え 

ら
れ
る
の
だ 

(H
o
ep

p
e  2 8

0

：3 3
)  0

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
北
東
沖
に
浮
か
ぶ
シ
ュ
ー
テ
ン
諸
島
の
ウ
ォ
ゲ
オ 

(
w
o
g
e
o
)

 

島
で
の
主
要
な
作
物
は
、
タ
ロ
イ
モ
、
ヤ
ム
イ
モ
、

パ
ン 

ノ
キ
、

バ
ナ
ナ
、
カ

ナ

リ

ウ

ム•

ア
ー
モ
ン
ド
な
ど
の
ナ
ッ
ッ
類
、

コ 

コ
ヤ
シ
で
あ
る
。
島
で
最
も
重
要
な
季
節
現
象
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
季
節 

で
、U

月
か
ら4

月
ま
た
は5

月
ま
で
続
き
、
気
温
の
変
化
が
な
い
雨

図4 マヌス島のサメ座とエイ座 

(Hoeppe 2000: Fig.2)
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季
と
な
る
。

こ
の
時
期
モ
ン
ス
ー
ン
は
口#

か
ら4

月
ま
で
続
く
が
、

モ
ン
ス
ー
ン
の
始
ま
り
に
は
珍
重
さ
れ
る
パ
ロ 

ロ

虫
(

食
用
の
ゴ 

カ
イ)

が
出
現
す
る
。4

月
と5

月
は
タ
ヒ
チ
ク
ル
ミ
が
収
穫
さ
れ
る
。
貿
易
風
は5

月
中
旬
か
ら9

月
ま
で
吹
く
が
、

パ
ン
の
実
は5
 

月
と6

月
に
収
穫
、
カ
ナ
リ
ウ
ム
は4

月

か

ら(
w
a
b
u
)
、

7

月
と8

月
に 

(
w
a
s
e
k
)

 

収
穫
さ
れ
、

そ
の
後
、9

月

か

ら

10
月
に
か
け 

て
閑
散
期
と
な
る
。 

」

こ
れ
ら
の
農
事
暦
を
関
連
し
儀
礼
の
周
期
を
告
知
す
る
の
が
バ
ラ
ス(

プ
レ
ア
デ
ス)

の
位
置
変
化
で
あ
る
。

バ
ラ
ス
が
日
暮
れ
に
出 

現
す
る
と
少
女
た
ち

は
「
プ
レ
ア
デ
ス
を
洗
う
」
と
い
わ
れ
る
ロ
サ
ロ
サ
の
儀
式
を
行
う
。
こ
れ
は
、
若
い
男
女
が
上
弦
の
月
と
満
月
の
夜 

に
入
谷
し
、
顔
に
色
素
を
塗
る
儀
式
で
、
若
者
た
ち
の
適
切
な
成
長
を
祈
り
、
病
気
を
追
い
払
う
た
め
に
行
わ
れ
る(

H
o
g
b
i
n
1
9
3
8
:
1
3
8
)
。

(
2
)

マ
ッ
シ
ム
地
域

ク
ラ
と
呼
ば
れ
る
有
名
な
交
換
シ
ス
テ
ム
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で
、
環
状
に
分
布
す
る
島
々
の
間
で
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
腕
輪
と
い
う 

2

種
類
の
貝
殻
装
飾
品
が
逆
方
向
に
交
換
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
の
主
な
作
物
は
ヤ
ム
イ
モ
で
、
ヤ
ム
イ
モ
の
収
穫
の
余
剰
が
こ
の
儀
式
的 

交

換

の

基

礎

と

な

っ

て

い

る(
A
u
s
t
e
n
1 9

39
)

。

ク

ラ
•

リ
ン
グ
の
北
に
位
置
す
る
ト
ロ
ブ
リ
ア
ン
ド
諸
島
で
は
、
プ
レ
ア
デ
ス
の
昇
る6

月
頃
に
ヤ
ム
イ
モ
が
収
穫
さ
れ
、
ヤ
ム
ハ
ウ 

ス
に
ヤ

ム
イ
モ
を
詰
め
て

儀
礼
が
行
わ
れ
る(

図5
)

。

こ
の
時
期
は
南
東
貿
易
風
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
少
女
の
成
女
儀
式
が
行
わ
れ
る
。
 

そ

し
て

こ

の

儀

式
は
ク
ラ

交
換
の
た
め
の
航
海
用
カ
ヌ
ー

の
建
造
と

い
う

航
海
に
関
係
し
て

い
る(

A
u
s
t
e
n
1
9
39

)
。

大
洋
航
海
の
準 

備
は
、

ミ

ラ

マ

ラ(
m
=
a
m
a

一

a
)

と
呼
ば
れ
る
新
年
が
明
け
る
10
月
か
らU

月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
12
月
中
旬
、
島
民
は
ト
ロ 

ブ
リ
ア
ン
ド
か
ら
北
西
風
に
乗
っ
て
東
ま
た
は
南
に
航
海
し
た
。
帰
路
は
天
候
が
落
ち
着
く2

月
か
ら4

月
中
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。 

こ
の
よ
う
に
ト
ロ
ブ
リ
ア
ン
ド
諸
島
で
は
、
天
文
現
象
、
作
物
の
周
期
、
風
の
移
り
変
わ
り
、
年
中
行
事
、
海
洋
航
海
は
す
べ
て
相
互
に 

関
連
し
て
い
る
。
た
だ
し
ト
ロ
ブ
リ
ア
ン
ド
諸
島
と
そ
の
周
辺
で
の
暦
の
使
用
に
関
す
る
情
報
は
錯
綜
し
、
本
島
の
キ
リ
ウ
ィ
ナ
で
さ
え
、
 

新
年
が4

ヶ
月
近
く
離
れ
た
時
期
に
当
た
る
。

し
か
し
、

l0"

ド

旬

か

ら

に

か

け
C

の/

レ
广.
八
ス
の
内
外
り
1'1'
師h

の
屮L
1

1,X

、

ハ
ロ 

口
虫
の
発
生
と
連
動
す
る
。

ト
ロ
ブ
リ
ア
ン
ド
の
東
に
位
置
す
る
ウ
ッ
ド
ラ
ー
ク
諸
島
の
ム
ュ
ウ
島
で
は
、

ブ

ウ

エ

リ

ム(
b
w
e
i
H
m
)

は
太
陽
年
に
相
当
す
る
既 

念
で

、
こ
の
季
節
は4

つ
の
部
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
部
分
に
ど
の
よ
う
な
星
が
昇
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
部 

分
と
部
分
の
間
で
太
陽
と
月
が
ど
の
よ
う
に
相
互
作
用
す
る
の
か
を
正
確
に
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
の2

つ
の
季
節
の
間
に
、
 

人

々

は

文

字

通

り

「
仕
切
り
」
を

意

味

す

る

ア

バ

リ

ヴ

イ

ス(
a
v
a
l
i
v
e
s
u
e
q
u
i
n
o
x
)

を

認

識

し

て

い

た(D
am

o
n

1
9
8
2
:  2

28
) 0 

ム
ュ
ウ
島
で
は
、
畑
の
耕
作
時
期
は

13
の
星
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
星
は
空
で
比
較
的
等
間
隔
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
 

そ
れ
ら
が
耕
作
に
与
え
る
影
響
は
、
そ
の
星
座
に
関
す
る
信
仰
に
由
来
す
る
。

と
く
に
ヤ
ム
イ
モ
に
も
季
節
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
あ
り
、
プ

レ

ア

デ

ス

星(
g
u
m
e
a
w
)

に
合
わ
せ
て
植
え
る
。
プ
レ
ア
デ
ス
が
西
の
地 

平
線
か
ら

45
度
の
高
さ
に
あ
る2

月
以
降
は
、
ヤ
ム
イ
モ
を
植
え
る
に
は
遅
す
ぎ
る
と
さ
れ
る
。

ヤ
ム
イ
モ
は
成
熟
す
る
と
黄
色
く
な
る

図5トロブリアンド諸島のヤムイモ小屋

が
、6

月
上
旬
の
プ
レ
ア
デ
ス
の
日
の
出
ま
で
に
ヤ
ム
イ
モ
が
成
熟
し 

な
い
と
、
プ
レ
ア
デ
ス
が
ヤ
ム
イ
モ
に
尿
を
か
け
黄
色
く
す
る
と
説
明 

さ
れ
る
。

4
 

遠
隔
オ
セ
ア
ニ
ア
の
暦

(
1
)

キ
リ
バ
ス

太

平

洋

の

真

ん

中

に

住

む

キ

リ

バ

ス(

旧
称
ギ
ル
バ
ー
ト)

島
民
に 

と
っ
て
、
星
の
観
測
は
航
海
に
も
暦
の
管
理
に
も
非
常
に
重
要
だ
っ
た
。
 

天

文

の

専

門

家

テ

ィ

ア

モ

ラ

ウ(
t
i
l
a
m
o
u
)

は
、

天
空
に
架
空
の
線
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卧夕

子午線

痴陣.性

IS.Pole

に
終
わ
る
。

そ
の
間
に
、
プ
レ
ア
デ
ス
は
夕
方
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
連
続
す
る
横
木
に
登
り
、
西

に

消

え

る(
M
a
k
e
m
s
o
n
1
9
4
1

-

10
7,

 

S

8  1カ
ロ
リ
ン
諸
島
で
は
、
特
定
の
星
が
昇
る
と
、

そ
の
星
の
名
前
を
持
つ
恒
星
の
月
の
始
ま
り
と
な
る
。
星
の
名
前
の
時
間
的
順
序
は
、
 

ど
の
島
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
暦
が
星
の
出
現
に
基
づ
い
て

い
る
こ
と
の
証
拠
で

あ
る(

G
o
o
d
e
n
o
u
g
h

 1
9
5
3
(
2
5
)
。

キ
リ
バ
ス
島
民
は1

年
を2

つ
の
季
節
、
す
な
わ
ち
、

12
月
初
旬
か
ら6

月

初

旬

ま
で

の

テ•

ア

ウ

テ

ィ(
T
e

 A
U
U
U

プ
レ
ア
デ
ス) 

と
、6

月
初
旬
か
ら

12
月

初

旬

ま

で

の

テ•

リ

ム

ウ

ィ

マ

タ(
T
e

 R
i
m
w
i
m
a
a
t
a

 
=

ア
ン
タ
レ
ス)

に
分
け
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
は 

ボ

ン

グ(
b
o
n
g
)

と
呼
ば
れ
る8

つ
の
短
い
期
間
に
細
分
化
さ
れ
、

そ
の
期
間
は
日
没
後
の
時
間
に
季
節
の
星
の
連
続
す
る
高
度
を
観 

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

テ
•

ア
ウ
テ
ィ
の
最
初
の
ボ
ン
グ
は
、
そ
の
年
の
始
ま
り
で
あ
る
冬
至
あ
た
り
か
ら
、

日
没
直
後 

の
最
初
の
横
木
の
高
度
に
星
団
が
立
つ
の
が
見
え
る
ま
で
続
く
。
第2

ボ
ン
グ
は
、
同
じ
時
刻
に
房
が
最
下
の
横
木
の
す
ぐ
上
に
あ
る
と 

き
、
第3

ボ
ン
グ
は2

番
目
の
横
木
の
す
ぐ
上
に
あ
る
と
き
、
第5

ボ
ン
グ
は
垂
木
の
西
方
に
到
達
し
た
と
き
、
 

と
い
っ
た
具
合
に
始
ま 

る
。

日
没
後
、3

本
目
の
棟
木
が
西
に
通
過
す
る
ま
で
、
こ
れ
を8

本
目
の
ボ
ン
ボ
ン
が
鳴
る
ま
で
続
け
る
。
リ
ム
ウ
ィ
マ
タ
の
季
節
の 

ボ
ン
グ
の
数
え
方
も
同
じ
で
、
プ
レ
ア
デ
ス
の
代
わ
り
に
ア
ン
タ
レ
ス
星
が
使
わ
れ
、
タ

ナ

キ(
t
a
n
a
a
k
i
)

の

季

節

が

始

ま

る(
G
r
i
m
b
l
e

 

1
9
7
2
:  2

24
)

。

各
ボ
ン
グ
に
は
自
然
現
象
に
ち
な
ん
だ
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
例

え

ば(
1
)

テ
•

ク

ネ

イ(T
e

 K
u
n
ei  

n

月
ド
旬
か
ら
12
月 

8

日)

は
、
他
の
ど

の
季
節
よ
り
も

航
海

の

指

標
と

な

る
コ

ノ

ハ

ズ
ク(

a
h
o
u
s

 

s
t
o
1 i

d
u
s
Y

(
2
)

か

ら
(
3
)

の
季
節
は
、

こ
れ
ら 

の
時
期
に
村
に
は
び
こ
る
一
般
的
な
ハ
エ
を
指
す
。(
4
)

と
(
5
)

は
、
気
候
が
次
第
に
外
洋
航
海
に
適
し
て
く
る
時
期
で
、
星
団
が 

日
没
時
に
子
午
線
を
通
過
し
、
南
東
貿
易
風
を

伴
う

好

天

に

恵

ま
れ

る

時

期(
2

月

16
日
か
ら4

月1

日)

、(
6
)

と
(
7
)

は
、
夜
明 

け
前
の
最
初
の
光
明
で
、
航

海

を

開

始
す

る

の

に

好

都

合
な

時

期(
4

月2

日
か
ら4

月

24
日)

を
指
す
。
航
海
に
適
し
た
季
節
は
、
ト
ウ 

カ

ブ

ン

ア

ウ

テ

ィ(T
u
kab

u

 n

 A
u
fi  2

月

16
日
か
ら3

月

10
日)

か

ら

マ

ナ

ワ

ラ(M
an

n
aw

aw
a

 8

月

28
日
か
ら9

月

19
日)

ま
で
、
 

日
没
後
の
プ
レ
ア
デ
ス
の
天
頂
時
か
ら
同
じ
時
間
の
ア
ン
タ
レ
ス
の
天
頂
時
ま
で
続
く 

(
G
r
i
m
b
l
e
19

7
2

 2
2
5

注1
)

。

成
さ
れ
た4

つ
の
ゾ
ー
ン
は
そ
れ
ぞ
れ
東
西
と
そ
の
中
の
上
ド
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

プ
レ
ア
デ
ス
の
季
節
は6

月

15
日
か
ら

20
日
に
か
け
て
、

リ

ム

ウ

ィ

マ

タ(
r
i
m
w
i
m
a
a
t
a

ア
ン
タ
レ
ス)

が
同
じ
位
置
に
見
え
た
と
き

の
地
平
線
か
ら
子
午
線
ま
で
と
子
午
線
か
ら
西
の
地
平
線
ま
で
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る(

図5
)

。
棟
木
と
垂
木
で
囲
ま
れ
た
左
右
に
形

(
2
)

カ
ロ
リ
ン
諸
島

1

年
の
始
ま
り
は
、

11
月
下
旬
か
ら

12
月
上
旬
に
か
け
て
の
日
没
後
、
高

度

10
度
か
ら

12
度
の
プ
レ
ア
デ
ス
の
最
初
の
出
現
で
あ
っ
た

ェ----- f•-一一.
ナアンタレス出:

•リゲル,ー、
」--------遥

号

レ"

才°
プレアデス3 

q没入点版

h朮f^5?

図6キリバス諸島の集会場をモデルにした天文観 
(Makemson 198: Fig.4 より改変)

を
引
い
て
星
の
高
度
を
推
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
た
。
彼

ら

は

天

空

を

「
航
海
の 

屋
根
」
と
考
え
、
そ
の
棟
木
が
子
午
線
で
あ
り
、
地
平
線
の
北
の
点
か
ら
天
頂
を
通
っ
て 

南
の
点
ま
で
走
る
線
で
あ
っ
た
。
彼

ら

は

水

平

線

を

テ•

タ
タ
ン
ガ 

G
e

 t
a
c
a
n
g
a
)

と 

呼
び
、
「
屋
根
板
」
と
呼
ん
だ
。

天
空
の
屋
根
は
、
東

に3

本

、
 

西
に3

本
の
直
立
し
た
垂
木 

(
o
k
a

オ
カ)

で
支
え
ら 

れ

て

い

た
(

図6
)

。

一
方
の
端
は
地
平
線
上
に
、
も
う
一
方
は
棟
木
ま
た
は
子
午
線
上 

に
置
か
れ
て
い
た
。
北
側
の
ペ
ア
は
、
プ
レ
ア
デ
ス
が
子
午
線
を
横
切
る
天
の
赤
道
か
ら 

北
に

24
度
の
地
点
で
合
わ
さ
っ
た
。
南
の
ペ
ア
は
、
赤
道
の
南
26
度

、

ア
ン
タ
レ
ス
が
頂 

点
に
達
す
る
地
点
に
頂
点
が
あ
っ
た 

(
G
r
i
m
b
l
e
1
9
72

)
。

中
央
の
一
対
の
垂
木
は
、
頂
点
は
天
頂
の
南8

度

、
リ
ゲ
ル
星
が
頂
点
に
達
す
る
地
点 

に
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
キ
リ
バ
ス
が
赤
道
か
ら
南
へ8

度
か
ら
10
度
、
天
頂
を
リ
ゲ 

ル
が
通
過
す
る
地
域
に
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る(M

akem
so

n
1
94

1 :
s
7
)

。
 

水
平
線
と
子
午
線
の
間
、
ま
た
水
平
線
と
平
行
に
、
島
民
は3

本
の
横
木
や
棟
木
を
想 

像
し
、4

つ

の

等

し

い

ゾ

ー

ン

を

形

成

し
て

い

た(
G
r
i
m
b
l
e
19

72
)
。

棟
木
に
は

、
 

東
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し
か
し
使
用
さ
れ
る
星
に
は
違
い
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、

ほ
ぼ
同
時
に
昇
る2

つ
の
星
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
指 

標
と
さ
れ
る
星
が
異
な
る
暦
が
存
在
す
るQ•

南
十
字
座
を
除
い
て
、
使
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
星
の
赤
緯
は
、
太
陽
の
南
北
支
点
に
相
当
す 

る

限

界

を

大

き

く

超

え

な

い(
G
o
o
d
e
n
o
u
g
h
1
9
53

 2
5
)
。

注
目
す
る
星
が
異
な
る
の
は
航
海
中
の
流
派
に
も
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
 

カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
星
暦
で
は
、1

年
の
奉
節
の
数
が

10
か
ら

18
ま
で
大
き
く
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
中
央
カ
ロ
リ
ン 

諸
島
の
西
部
で
は
、1

年

は

12
ヶ
月
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
東

部

の

島

々
(

ポ
ロ
ワ
ッ
ト
と
サ
タ
ワ
ル)

で
は
、1

年

は

14
ヶ
月
か 

15
ヶ
月
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
季
節
の
日
数
も
月
ご
と
に
異
な
る
。
星
暦
は
星
を
詳
細
に
観
察
す
る
航
海
士
の
知
識
に
基
づ
い
て
お 

り
、

そ
の
結
果
、1

年

を

12
カ
月
や
13
カ
月
よ
り
多
く

数
え

る
こ

と

に
な

る
こ

と

が

指

摘

さ
れ
て

い

る(
G
o
o
d
e
n
o
u
g
h

 

1
9
5
3
)。

彼
ら 

に
あ
る
月
の
名
前
を
尋
ね
る
と
、
月
の
上
旬
に
昇
る
星
の
名
前
を
答
え
る
人
も
い
れ
ば
、
月
の
下
旬
に
昇
る
星
の
名
前
を
答
え
る
人
も
い 

る
。1

年

が

18
ヶ
月
だ
と
い
う
の
は
、
同
じ
月
で
も
人
に
よ
っ
て
異
な
る
星
座
名
で
呼
ん
だ
こ
と
を
調
査
者
が
カ
ウ
ン
ト
し
た
こ
と
に
由 

来
す
る
の
で
は
な
い
か
。

カ
ロ
リ
ン
諸
島
チ
ュ
ー
ク
島
の
人
々
は
、
毎
年
南
か
ら
果
実
の
精
霊
が
や
っ
て
き
て
木
に
定
着
し
、
サ

ウ

ィ

ッ

ト(
s
a
w
i
t

果
実
が
最 

初
に
目
に
見
え
る
形
で
芽
吹
く
こ
と)

へ
と
導
く
こ
と
で
、
良
い
パ
ン
が
収
穫
で
き
る
と
信
じ
て
い
た
。

天

の

川(an
en

im
ey

 H

パ
ン 

の
実
の
道)

は
、
精
霊
の
精
が
南
か
ら
チ
ュ
ー
ク
に
や
っ
て
く
る
道
筋
を
示
す
。

パ
ン
の
実
を
召
喚
す
る
と
さ
れ
る
司
祭
が
行
う
儀
式
は
、
 

こ
れ
ら
の
精
霊
が
や
っ
て
き
て
豊
か
な
収
穫
を
も
た
ら
す
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
。

チ
ュ
ー

ク

人

の

祖

先
が

パ
ン

の

実

の

主(
s
o
w
u
m
e
y
)

の
指
導
の
下
、

ス

ー

ク(
p
u
h
l
s
u
k
)

島
に
や
っ
て
き
た
と
き
、

ス
ー
ク
は
果 

樹
が
育
た
な
い
不
毛
の
島
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

パ
ン
の
実
の
主
は
彼
ら
に
、

カ
ヌ
ー
か
ら
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
浮
き
を
持
っ
て
く
る 

よ
う
に
命
じ
た
。
彼
は
こ
の
浮
き
輪
に
パ
ン
の
実
を
植
え
た
。
浮
き
輪
は
根
を
張
り
、

パ
ン
ノ
キ
に
成
長
し
た
。

こ
れ
が
パ
ン
ノ
キ
召
喚 

儀
式
の
起
源
で
あ
り
、
儀

式

は

こ

の

出

来

事

を

再

現

し

て

い

る6
0
0
€
1
吕

0
扇112002
二9
3
)
。

こ
の
儀
式
は
、
男
性
だ
け
が
集
ま
る
特 

別
な
場
所
で
、
あ
る
植
物
の
葉
や
花
を
吊
り
上
げ
、
人
目
を
避
け
て
行
わ
れ
る
。
集
会
所
の
前
で
は
、

カ
ヌ
ー
の
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
浮
き 

が
地
面
に
垂
直
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
パ
ン
の
、
E

が
ス
ー
ク
島
ー
、プ
ル
サ
ッ
ク

島•

ご
技
初
の
儀N

Z.J

仟
,

/:;
/

••/
ト
リ
ガ
ー

の
浮
き
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
神
話
的
に
表
し
て
い
る
。
天
の
川
は3

月
と4

月
に
北
か
ら
南
へ
流
れ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ 

は

人
々

が

良
い
実

り
を

祈

る

時

期
で

あ

る(
G
o
o
d
e
n
o
u
g
h

 2
0
0
2

二94
)
。

司

祭

は

伝

統

的

な

星

月

で

あ

る

シ

ー

タ(
S

か
ルta

こ

う

ま
座
のQ
)

か
ら
仕
事
を
始
め
、
次
の
星
月
で
あ
る
ナ
ー 

(
n
a
a

お
お
よ
そ4
 

月
か
ら5

月
中
旬
、

ペ
ガ
ス
ス
座
の0
)

ま
で
、

パ

ン

ノ

キ

に

果

実

が

実

る

ま
で(

つ
ま
り
北
東
貿
易
風
の
エ
フ
エ
ン
の
季
節
が
終
わ
り
、
 

南
西
風
の
ラ
ー
ス
の
季
節
が
始
ま
る
ま
で)

、
絶
え
間
な
く
仕
事
を
続
け
る
。
こ
の
よ
う
に
、3

月
(

こ
う
ま
座Q

)

、4

月
(

ペ
ガ
ス
ス 

座
。 )

か
ら5

月
(

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座S
)

、6

月
(

ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座Q

)

、7

月
(

プ
レ
ア
デ
ス)

と
続
く
。1

年

は

16
ヶ
月
で
構
成 

さ
れ
、
最
後
の
月
は
プ
レ
ア
デ
ス
が
昇
る6

月
夏
至
の
直
後
に
や
っ
て
く
る
。

5

考
察

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
系
航
海
民
の
暦
に
は
、
お
そ
ら
く
東
南
ア
ジ
ア
の
祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
た
共
通
の
要
素
が
あ
る
。
例
え
ば
、
暦 

は
プ
レ
ア
デ
ス
と
ア
ン
タ
レ
ス
に
基
づ
い
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
天
の
川
と
モ
ン
ス
ー
ン
の
関
係
に
基
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
 

し
か
し
、
星
を
観
察
す
る
の
は
朝
か
夜
か
な
ど
、
個
々
の
島
で
の
適
応
は
異
な
る
。

そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
北
半
球
か
ら
南
半
球
へ
、
 

北
の
ハ
ワ
イ
と
南
の
ニ
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
緯
度
に
し
て
仞
度
近
く
も
異
な
る
時
期
に
移
動
し
た
た
め
、
天
体
の
見
え
方
が
異
な
る
よ 

う

に

な

っ

た

こ

と

で

あ

る(
G
o
t
o

 2
0
1
4
)
。

オ
セ
ア
ニ
ア
の
暦
に
は
、
雨
季
と
乾
季
の
交
替
と
、
風
(
貿
易
風)

の
絶
え
間
な
い
変
化
と
い
う2

つ
の
重
要
な
自
然
現
象
が
関
係
し 

て
い
る
。
雨
季
と
乾
季
は
農
業
や
食
料
採
取
に
関
係
し
、
風
は
航
海
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

パ
ロ 

ロ
虫
の
発
生
も
重
要
だ
っ 

た
。

こ
の
虫
が
暦
の
指
標
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
サ
モ
ア
で
は
新
年
の
始
ま
り
の
月
の
名
前
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も 

推
測
で
き
る
。

パ
ロ 

ロ
が
分
布
し
て
い
な
い
ク
ッ
ク
諸
島
や
タ
ヒ
チ
で
さ
え
、

パ
ロ 

ロ
と
い
う
名
前
は
新
年
の
月
や
星
座
の
名
前
と
し
て 

残
さ
れ
て
い
る
。
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オ
セ
ア
ニ
ア
全
域
の
オ
—

ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
文
化
の
祖
先
と
さ
れ
る
ラ
ピ
タ
文
化
に
つ
い
て
、

カ
ー
チ
と
グ
リ
ー
ン
は
、
原
ポ
リ
ネ
シ
ア 

段
階
に
お
け
る
暦
の
原
型
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る-

(
1
)

雨

季

と

乾

季

を

交

互

に

繰

り

返

す

年

暦

法*
t
a
q
u
)

が
あ
っ
た
。
西
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
は
、*t

a
q
u

は
ヤ
ム
イ
モ
の
季
節
を
指
し
た
ヵ 

ヤ
ム
イ
モ
が
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
東
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
は
、
季
節
や
年
を
指
す
抽
象
的
な
用
語
と
な
っ
た
。
 

(
2
)

プ

レ

ア

デ

ス

が

夕

方

に

東

の

空

に

現

れ

る

こ

と(
ac
ro
ni
ti
c

 r
i
s
e
)

と
、
明

け

方

に

東

の

空

に

現

れ

る

こ

と(

ヘ

リ

ア

カ

ル•

ラ 

イ

ズh
e
-
i
a
c

巴r
i
s
e
)

に
基
づ
く 2

つ
の
季
節
区
分
の
ど
ち
ら
か
が
重
視
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
島
ご
と
に
、
プ
レ
ア
デ
ス
の2

つ
の 

季
節
が
、

11
月
頃
の
雨
季
の
始
ま
り
の
ヤ
ム
イ
モ
の
植
え
付
け
と
、6

月

頃

の

乾

季

の

始

ま

り

の

収

穫

に

対

応

し

て

し

た1

年 

が
い
っ
始
ま
る
か
と
い
う
問
題
も
、
共
通
の
原
理
を
島
ご
と
に
解
釈
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
で
も
ハ
ワ
イ
や
タ 

ヒ

チ

、1

月
新
年)

と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
イ
ー
ス
タ
—
島
(
6

月
新
年)

が
逆
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

フ
レ

ア
デ
ス
を
指
標
と
し
な
が
ら
、
ど

の
則
面
を
新
年
の
始
ま
り
と
し
て
祝
う
か
は
、
島
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に1

年
は

重
要
な
食
べ
物
の
収
穫
、
刈
り
取
り
、
植
え
付
け
、
そ

し

て

島

に

よ

っ

て(

そ
し
て
作
物
に
よ
っ
て)

異
な
る
風
向
き
に
よ
っ
て 

示
さ
れ
た
。

(
3
)
1

た
よ
月
齢
に
基
づ
く

12
カ
月
ま
た
は

13
カ
月
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
太
陰
暦
は

太
陽
暦
に
閏
月
を

加
え
て

修
正
さ
れ

た(
K
i
r
c
h

 

a
n
d

 G
r
e
e
n

 2
0
0

ーー
 2

7
3
)

。

6

結
論

星
座
の
昇
る
位
置
や
沈
む
位
置
は
、
太
陽
の
昇
る
位
置
や
沈
む
位
置
の
変
化
と
と
も
に
、
航
海
民
の
方
位
や
季
節
観
の
基
礎
と
な
っ
て 

い
た
。
同
時
に
、
天
の
川
の
方
向
は
風
の
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
航
海
民
に
は
重
要
で
あ
っ
た
。
と

く

に

小

さ

な

雲(

プ
レ
ア
デ
ス) 

や

大

き

な

雲(

天
の
川)

も
重
要
で
あ
っ
た
。
プ
レ
ア
デ
ス
の
観
測
方
法
は
、
夕
暮
れ
時
に
西
の
空
に
現
れ
た
り
、
あ
る
角
度
で
登
っ
た

り
と
、
島
に
よ
っ
て
異
な
る
。
特
に
天
の
川
が
空
を
横
切
る
の
は
、
風
の
移
り
変
わ
り
と
の
関
係
を
司
る
現
象
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る 

よ

う

だ
(

マ
ヌ
ス
島
や
チ
ュ
ー
ク
島
な
ど)

。

太
陽
と
月
も
ま
た
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
航
海
者
た
ち
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
。
太
陽
の
昇
り
と
沈
み
は
方
角
と
季
節
を
示
し
た
。
月
は
潮 

の
満
ち
引
き
と
時
間
の
経
過
を
示
す
指
標
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
多
く
の
島
々
へ
の
移
動
に
は
、
夜
間
の
航
海
が
必
要
だ
つ 

た
。
昼
間
は
鳥
や
雲
、
サ
ン
ゴ
礁
な
ど
の
指
標
が
あ
っ
た
が
、
 

夜
は
星
が
方
角
を
示
す
重
要
な
指
標
だ
っ
た
。
そ
し
て
天
の
川
は
方
角
を 

示
す
だ
け
で
な
く
、
航
海
に
必
要
な
風
向
き
を
示
す
指
標
で
も
あ
っ
た
。
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